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市町村立学校職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例案【議案第１３５号】

教職員給与課

１ 改正理由
一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律（令和５年法律第７３号）による地方自治法（昭

和２２年法律第６７号）の一部改正により住居等で勤務することを命ぜられた市町村立学校職員に対し支給す
る在宅勤務等手当を新設する等の必要がある。

２ 改正内容
（１）在宅勤務等手当の新設

① 住居その他の場所において、勤務時間の全部を勤務することを、教育委員会規則で定める期間以上の期
間について１箇月当たり平均１０日を超えて命ぜられた職員に対し、在宅勤務等手当（月額３，０００円）
を支給する。（第１６条の３関係）

② 在宅勤務等手当を支給される職員で、通勤に自動車等を使用するものの通勤手当は、その額から、その
額に教育委員会規則で定める割合を乗じて得た額を減じた額とする。（第１６条関係）

③ 勤務１時間当たりの給与額を算定する給与の基礎に在宅勤務等手当を加える。（第２０条関係）

（２）災害応急作業等手当の新設
① 特殊勤務手当の種類に災害応急作業等手当を加える。（第１７条関係）
② 重大な災害が発生した箇所又はその周辺において行う業務で教育委員会規則で定めるものに従事した職
員に対し災害応急作業等手当（１日につき３５０円以内）を支給する。（第１７条関係）

３ 施行期日等
令和６年４月１日
ただし、災害応急作業等手当（第１７条関係）は公布の日から施行し、令和６年１月１日から適用する。
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市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
新
旧
対
照
表

新

旧

第
四
条

給
料
は
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
二
十
八
条
の
四
ま
で
の
規
定
に
基
づ

第
四
条

給
料
は
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
二
十
八
条
の
四
ま
で
の
規
定
に
基
づ

く
勤
務
時
間
に
よ
る
勤
務
に
対
す
る
報
酬
で
あ
つ
て
扶
養
手
当
、
地
域
手
当

く
勤
務
時
間
に
よ
る
勤
務
に
対
す
る
報
酬
で
あ
つ
て
扶
養
手
当
、
地
域
手
当

、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
単
身
赴
任
手
当
、
在
宅
勤
務
等
手
当
、
特
殊
勤

、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
単
身
赴
任
手
当

、
特
殊
勤

務
手
当
、
へ
き
地
手
当
（
第
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
手
当
を
含
む
。
第

務
手
当
、
へ
き
地
手
当
（
第
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
手
当
を
含
む
。
第

十
九
条
及
び
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
時
間
外
勤
務
手
当
、

十
九
条
及
び
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
時
間
外
勤
務
手
当
、

休
日
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手
当
、
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
、
管
理
職
手
当

休
日
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手
当
、
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
、
管
理
職
手
当

、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
、
寒
冷
地
手
当
、
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
、

、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
、
寒
冷
地
手
当
、
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
、

退
職
手
当
及
び
死
亡
一
時
金
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

退
職
手
当
及
び
死
亡
一
時
金
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

（
通
勤
手
当
）

（
通
勤
手
当
）

第
十
六
条

略

第
十
六
条

略

２

通
勤
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

２

通
勤
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

略

一

略

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員

支
給
単
位
期
間
に
つ
き
、
五
万
千
四
百

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員

支
給
単
位
期
間
に
つ
き
、
五
万
千
四
百

円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
自
動
車
等
の
種
類
及
び
使
用
距
離
等
の
事
情

円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
自
動
車
等
の
種
類
及
び
使
用
距
離
等
の
事
情

を
考
慮
し
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
（
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の

を
考
慮
し
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
（

規
定
に
よ
り
在
宅
勤
務
等
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
及
び
短
時
間
勤
務
職

短
時
間
勤
務
職

員
そ
の
他
の
職
員
（

支
給
単
位
期
間
当
た
り
の
通
勤
回
数
を
考
慮
し
て

員
そ
の
他
の
職
員
で
、
支
給
単
位
期
間
当
た
り
の
通
勤
回
数
を
考
慮
し
て

教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
か

教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
に

あ
つ
て
は
、
そ
の
額
か

ら
、
そ
の
額
に
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減

ら
、
そ
の
額
に
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減

じ
た
額
）

じ
た
額
）

三

略

三

略

３
～
７

略

３
～
７

略

（
在
宅
勤
務
等
手
当
）

第
十
六
条
の
三

住
居
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
教
育
委
員
会
規
則

で
定
め
る
場
所
に
お
い
て
、
正
規
の
勤
務
時
間
（
休
暇
に
よ
り
勤
務
し
な
い

時
間
そ
の
他
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
を
除
く
。
）
の
全
部
を
勤
務

す
る
こ
と
を
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
一

箇
月
当
た
り
平
均
十
日
を
超
え
て
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
に
は
、
在
宅
勤
務
等
手

当
を
支
給
す
る
。

２

在
宅
勤
務
等
手
当
の
月
額
は
、
三
千
円
と
す
る
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
在
宅
勤
務
等
手
当
の
支
給
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

（
特
殊
勤
務
手
当
）

（
特
殊
勤
務
手
当
）

第
十
七
条

略

第
十
七
条

略

２

前
項
の
特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

前
項
の
特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
三

略

一
～
三

略

四

災
害
応
急
作
業
等
手
当

３
～
５

略

３
～
５

略

６

第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
手
当
は
、
職
員
が
豪
雨
等
異
常
な
自
然
現
象
又

は
大
規
模
な
火
事
等
の
事
故
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
た
箇
所
又
は
そ

の
周
辺
に
お
い
て
行
う
業
務
で
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に
従
事
し

た
と
き
に
支
給
す
る
。

７

第
二
項
第
一
号
及
び
第
四
号
の
手
当
の
額
は
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三

６

第
二
項
第
一
号

の
手
当
の
額
は
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三

百
五
十
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
同
項
第
二
号
の
手
当
の
額
は
業
務
に
従

百
五
十
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
同
項
第
二
号
の
手
当
の
額
は
業
務
に
従

事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
百
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
同
項
第
三
号
の
手

事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
百
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
同
項
第
三
号
の
手

当
の
額
は
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
百
九
十
円
を
超
え
な
い
範
囲

当
の
額
は
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
百
九
十
円
を
超
え
な
い
範
囲

内
で
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

内
で
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

８

略

７

略

（
給
与
の
減
額
）

（
給
与
の
減
額
）

第
二
十
条

略

第
二
十
条

略

２

前
項
の
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
は
、
次
に
掲
げ
る
給
与
の
月
額
の

２

前
項
の
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
は
、
次
に
掲
げ
る
給
与
の
月
額
の

合
計
額
に
十
二
を
乗
じ
、
そ
の
額
を
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
に
五
十
二

合
計
額
に
十
二
を
乗
じ
、
そ
の
額
を
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
に
五
十
二

を
乗
じ
た
も
の
か
ら
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
を
減
じ
た
も
の
で
除

を
乗
じ
た
も
の
か
ら
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
を
減
じ
た
も
の
で
除

し
て
得
た
額
と
す
る
。

し
て
得
た
額
と
す
る
。

一
・
二

略

一
・
二

略

三

在
宅
勤
務
等
手
当

四
・
五

略

三
・
四

略
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